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１ 教職経験は何年ですか？（臨時も含めた常勤の年数）  （   ）年
２ 小学校の教職経験は何年ですか？（臨時も含めた常勤の年数）  （   ）年
３ 担当したことのある学年は何年生ですか？該当する学年に丸を付けてください。（複数回答可）
１年   ２年   ３年   ４年   ５年   ６年
４ 専門は理科ですか？   ① 理科が専門    ② 理科は専門でない
５ 現在児童に実験を教えるまたは実験の準備にあたり不安があるものはどの技能ですか？
該当する番号にチェックしてください。（複数回答可）
□ 上皿天秤の使い方              □ 電子天秤の使い方
□ メスシリンダーの使い方           □ 温度計の使い方
□ 溶液の作製（パーセント濃度）        □ 溶液の作製（モル濃度）
□ 顕微鏡の使い方               □ 実体顕微鏡の使い方
□ 星座早見の使い方              □ 方位磁針の使い方
□ アルコールランプの使い方          □ ガスバーナーの使い方
□ マッチの使い方               □ ガス検知管の使い方
□ 電流計の使い方               □ 電圧計の使い方
□ 豆電球やＬＥＤと電池のつなぎ方       □ リトマス紙の使い方
□ メダカの飼育と卵のふ化           □ 魚の解剖






（  ）上皿天秤の使い方             （  ）電子天秤の使い方
（  ）メスシリンダーの使い方          （  ）温度計の使い方
（  ）溶液の作製（パーセント濃度）       （  ）溶液の作製（モル濃度）
（  ）顕微鏡の使い方              （  ）実体顕微鏡の使い方
（  ）星座早見の使い方             （  ）方位磁針の使い方
（  ）アルコールランプの使い方         （  ）ガスバーナーの使い方
（  ）マッチの使い方              （  ）ガス検知管の使い方
（  ）電流計の使い方              （  ）電圧計の使い方
（  ）豆電球やＬＥＤと電池のつなぎ方      （  ）リトマス紙の使い方
（  ）メダカの飼育と卵のふ化          （  ）魚の解剖






































































1～9年 10～19年 20～29年 30～39年
Ｂ　教職経験年数





















1～9年 10～19年 20～29年 30～39年
Ｃ　小学校での教職経験年数


























































実験技能 理科専門 専門外 未記入 合計
溶液の作製（モル濃度） 49％ 84％ 88％ 78％
魚の解剖 42％ 76％ 88％ 71％
溶液の作製（パーセント濃度） 27％ 70％ 75％ 63％
ガス検知管の使い方 16％ 50％ 50％ 45％
メダカの飼育と卵のふ化 36％ 44％ 38％ 43％
実体顕微鏡の使い方 7％ 41％ 50％ 36％
ガスバーナーの使い方 18％ 36％ 13％ 33％
電圧計の使い方 0％ 29％ 38％ 25％
電子天秤の使い方 2％ 24％ 50％ 21％
星座早見の使い方 4％ 23％ 63％ 21％
電流計の使い方 0％ 20％ 38％ 17％
豆電球や LEDと電池のつなぎ方 0％ 19％ 38％ 17％
顕微鏡の使い方 0％ 17％ 38％ 15％
上皿天秤の使い方 0％ 14％ 50％ 13％
アルコールランプの使い方 2％ 10％ 25％ 9％
マッチの使い方 9％ 9％ 0％ 9％
メスシリンダーの使い方 0％ 7％ 25％ 6％
リトマス紙の使い方 0％ 7％ 0％ 6％
方位磁針の使い方 0％ 6％ 0％ 5％
温度計の使い方 0％ 3％ 0％ 2％
表２　実験技能を習得する時期
Ａ　小学校教員養成課程段階で習得して欲しい技能
A 全体 理科専門 専門外 未記入
顕微鏡の使い方 77％ 95％ 74％ 63％
溶液の作製（パーセント濃度） 75％ 79％ 74％ 75％
実体顕微鏡の使い方 75％ 89％ 72％ 63％
電流計の使い方 71％ 80％ 69％ 57％
豆電球や LEDと電池のつなぎ方 70％ 76％ 70％ 57％
上皿天秤の使い方 70％ 77％ 69％ 50％
アルコールランプの使い方 70％ 70％ 69％ 86％
リトマス紙の使い方 69％ 78％ 68％ 57％
メスシリンダーの使い方 69％ 77％ 68％ 63％
ガスバーナーの使い方 69％ 73％ 68％ 75％
温度計の使い方 67％ 84％ 64％ 50％
電圧計の使い方 67％ 68％ 67％ 57％
溶液の作製（モル濃度） 66％ 63％ 67％ 63％
方位磁針の使い方 65％ 75％ 64％ 50％
ガス検知管の使い方 65％ 70％ 63％ 88％
星座早見の使い方 65％ 70％ 64％ 63％
電子天秤の使い方 63％ 68％ 63％ 50％
マッチの使い方 63％ 69％ 62％ 75％
メダカの飼育と卵のふ化 52％ 62％ 51％ 57％
魚の解剖 50％ 47％ 48％ 100％
Ｂ　学校現場で習得すれば良い技能
B 全体 理科専門 専門外 未記入
メダカの飼育と卵のふ化 46％ 38％ 48％ 43％
電子天秤の使い方 35％ 30％ 36％ 38％
星座早見の使い方 32％ 27％ 34％ 25％
方位磁針の使い方 31％ 20％ 33％ 38％
ガス検知管の使い方 30％ 27％ 31％ 13％
メスシリンダーの使い方 28％ 20％ 30％ 25％
アルコールランプの使い方 28％ 25％ 29％ 14％
電圧計の使い方 28％ 15％ 30％ 43％
電流計の使い方 28％ 15％ 30％ 43％
豆電球や LEDと電池のつなぎ方 28％ 18％ 29％ 43％
マッチの使い方 28％ 24％ 29％ 25％
上皿天秤の使い方 27％ 16％ 29％ 50％
リトマス紙の使い方 27％ 17％ 29％ 43％
温度計の使い方 27％ 14％ 29％ 38％
ガスバーナーの使い方 26％ 11％ 29％ 25％
溶液の作製（モル濃度） 24％ 14％ 26％ 25％
実体顕微鏡の使い方 24％ 9％ 26％ 38％
溶液の作製（パーセント濃度） 23％ 21％ 23％ 13％
顕微鏡の使い方 21％ 2％ 24％ 25％





























































































C 全体 理科専門 専門外 未記入
魚の解剖 32％ 50％ 29％ 0％
溶液の作製（モル濃度） 9％ 23％ 6％ 13％
マッチの使い方 9％ 7％ 10％ 0％
温度計の使い方 6％ 2％ 6％ 13％
ガスバーナーの使い方 6％ 16％ 4％ 0％
電圧計の使い方 5％ 18％ 3％ 0％
ガス検知管の使い方 5％ 2％ 5％ 0％
リトマス紙の使い方 3％ 6％ 3％ 0％
方位磁針の使い方 3％ 5％ 3％ 13％
上皿天秤の使い方 3％ 7％ 2％ 0％
アルコールランプの使い方 3％ 5％ 2％ 0％
溶液の作製（パーセント濃度） 3％ 0％ 3％ 13％
星座早見の使い方 3％ 2％ 2％ 13％
メスシリンダーの使い方 2％ 2％ 2％ 13％
豆電球や LEDと電池のつなぎ方 2％ 5％ 2％ 0％
電子天秤の使い方 2％ 2％ 1％ 13％
顕微鏡の使い方 2％ 2％ 1％ 13％
電流計の使い方 2％ 5％ 1％ 0％
メダカの飼育と卵のふ化 2％ 0％ 2％ 0％






































































































































































































































































































































































tive structured practical examination）の実施方
法を研究している．そういった意味で，今回の
調査が，OSPEを行う技能の候補の提案として，
有意義であったと考えている．著者の担当する
「理科」の授業において，顕微鏡の使い方と溶
液の作製法（パーセント濃度）の OSPEを行っ
ている．今回の調査で，これらの技能が，小学
校教諭が「小学校教員養成課程段階で習得して
欲しい技能」と考えていることから，この試験
を継続し，他の技能も含めて，技能の評価に関
する研究を推進すべきであると確認することで
きた．
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